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【目的】  
セルフケア能力に問題がない学生が、例えば片麻痺が及ぼす食事や排泄、移動動作に関
する対象の困難さを再現することは難しいのが現状である。そこで、簡便に装着でき、対
象のセルフケアレベルを設定できる、装着型関節硬縮体験シミュレーターを試作した。本
研究ではその実用可能性を検討する。  
【方法】  
対象は、移乗・移動に関する授業が終了した 2 年次以上の大学生 24 名、看護師 6 名とし、 
調査期間は、2014 年 3～4 月であった。対象のリクルートは、大学生は、研究協力依頼ポ  
スター等の掲示による募集を行い、研究協力に同意の得られた学生とした。看護師は、対  
象施設の看護部長に承諾を得て研究協力を依頼し、同意の得られた看護師とした。  
データ収集内容は、患者役と看護師役が 2 人 1 組になり、双方ともにウエアブルカメラ  
を装着し、ベッド上臥位から座位、ベッドから車いすへの移乗等について実施し、実施中
および後に、ヒヤリングを行った。ヒヤリング内容は、シミュレータの装着感（関節の拘
縮感、ゆるみ、重さ、皮膚へのフィット感、改善の可能性）、シミュレータの簡便性（一人
での装着、装着にかかる時間、困難であったこと、改善の可能性）、患者役体験（不自由さ、
必要な支援等）、看護師役体験（介助方法の課題と改善策等）についてであった。  
 データ分析方法は、本シミュレータの装着感と簡便性に関する課題と患者役体験から支
援が必要なタイミングと内容について分類しまとめた。  
 なお、本研究は、聖隷クリストファー大学倫理委員会および自治医科大学研究倫理審査
委員会の承認を得て実施した。  
【結果】  
1. 本シミュレータの装着感と簡便性：すべての対象者が肘関節と膝関節が動かず拘縮感
があると回答していた。しかし、足関節は動かすことができるため、現実的な下肢の
麻痺状態および肩部分が合わない時は、上肢の麻痺状態の再現性に課題を残した。看
護師からは、シミュレータ自体は軽く装着感には問題はないが、逆に、麻痺状態の独
特の「重さ」を感じることはできないと回答を得た。またすべての対象者から一人で
装着するためには、「右」「左」「肘」など目印の必要性が述べられていた。  
2. 患者役体験から考えた支援：看護師は、患者の体位の不安定さから看護師の声かけや
立つ位置を再検討できたと回答していた。またすべての学生から、学生同士でするよ
りも、動けないことの怖さと不安さを体験でき、その視点から必要な介助方法（移動
距離、看護師役の立ち位置等）を現実的に考えることができたと述べていた。  
【考察】 
本シミュレータは現実的な麻痺状態の再現性には課題を残すが、体験から学ぶことにはある一定
の効果があると考えられた。 
【学会発表の予定】 
2015 年 3 月医療教授システム学会にて発表予定である。  
